
及び

主 催

共 催

後 援

会 期

会 場

受 付

大 会 本 部

公 式 掲 示

〔 役 員 〕

大 会 長 山本　外勝

大 会 副 会 長 村本　一則 北村　秀紀 安井　敏成

能登　秀幸 矢部　篤雄 前寺　清一

大 会 委 員 長 櫻井　外郷

大 会 副 委 員 長 藤堂　 学

技 術 代 表 前田　淳志

競 技 委 員 長 前田　淳志

競 技副 委 員 長 佐藤　繁行 大門　誠

審 判 長 村上　直樹

審 判 員

総 務 主 任 西田　泰博

コ ー ス 主 任 (A）木村　治生 

ス ター ト 審 判 (A）審判員 古田　智巳

審判員補助 土上　智

記 録 係 長 (A）上野　浩幸

記 録 係 (A）熊谷　真利

総 務 室　晃彦 柿森　弘嗣

斉藤　和輔 亀井　勝則 喜多　弘三
（企画部）

計 算 係 長 斉藤　和輔

計 算 係 岩本　俊介

競 技 係 員 各部・スキー学校・出場選手所属クラブより

救 護 係 白山セイモアスキー場パトロール隊

受 付 ・ 集 合 競技役員 1月31日(金）　１２：３０ 清流ロビー

選手受付 1月31日(金）１６：３０〜１６：５０　　　 清流ロビー

開 会 式 1月31日(金）１７：００〜１７：３０　

監督会議 1月31日(金）１７：３０〜１８：００

競技係員 2月１日（土）　０６：４５までに集合 清流ロビー

競技開始 2月１日（土）　０９：３０～ 競技バーン

閉会式

大会予備日 2月2日(日)

瀧下　英則、森　智麿

清流会議室

清流会議室

清流会議室

第50回石川県スキー技術選手権大会

   並びに第６２回全日本スキー技術選手権大会予選会

石 川 県 ス キ ー 連 盟

北 陸 中 日 新 聞

白 山 セ イ モ ア ス キ ー 場

白 山 セ イ モ ア ス キ ー 場

第４８回東海北陸ブロックスキー技術選手権大会予選会

令和７年　１月３１日（金）～　２月２日（日）(大会予備日）

千丈温泉清流ロビー

千丈温泉清流

千丈温泉清流

（北陸中日新聞）

斎藤　大介、能村　信子、渕上　浩治、橋本　重光、丹　朗子

2月1日（土）競技終了後別示



競 技 種 目 　2月１日（土） ４種目で競技予定 １班ローテーションで実施

１　大回り (急・整地) スイート

２　総合滑降 (急・整地) スイート

３　小回り (急・ナチュラル) スイート

４　小回り (中急・不整地) ロマンス下部

カ テ ゴ リ ー １

表 彰 1 総　　　合 　男子　１位～６位（カップ・メダル・賞状・副賞）

　女子　１位～３位（メダル・賞状・副賞）

2 種　目　別 　１位～３位（発表のみ実施）

* 副　　　賞

選 手 派 遣  予選会の成績にて、全日本大会派遣選手を選考委員会において選考する。

（全日本大会派遣枠、男子５名・女子３名）

※選手選考委員は教育本部長が招集する。

※全日本大会出場者は、東海北陸ブロック大会の出場を義務付ける。

参 加 資 格 SAJ１級以上で、所属クラブ会長の承認を得た者

SAJ会員、保険加入者を最低条件とする

18歳未満参加者で所属クラブ未加入の場合は、親権者の承諾欄に著名捺印の事

18歳未満参加者は全日本大会選考の対象外とする

石川県スキー連盟所属外からの参加者は全日本大会選考及び表彰の対象外とする

参 加 費 ６，０００円

☆締切日 令和　６年　１２月　２７日　（金）

☆申込先 〒929-0115　能美市下ノ江町　酉205-1　　　室　晃彦宛

℡　0761-55-0701

☆振込先 ゆうちょ銀行

口座名義 石川県スキー連盟教育本部

口座番号 ００７７０－８－４５３８３

(選手選考委員:教育本部副本部長及び各部長)

※全日本派遣選手(補欠含む。)最終決定は、ブロック予選終了後とする。

(県予選終了後、派遣予定選手が突発事態により不参加となった場合を考慮)

●

②

競技種目は場合により変更あり(旧トリプル降場下部を予備とする。)

小回り種目は、フィニッシュライン通過後スピードコントロールをして

完全停止をもって、演技終了とする。

大回り(フリー・急・整地)ターン数想定は、６～8回転とする。

小回り(フリー、急・整地)落差のコントロール及び素早い切り替えを観点とする。

①

●

③

携　090-7745-8316

男女共、成績上位者及びランダムにて副賞あり(予定)

（郵便局窓口　又は　ＡＴＭより振込お願いします。）



☆申込方法 　所定の参加申込書に従いクラブごとに、申込先に郵送のこと。

（※各クラブ長の認印を必要とする）

クラブ対抗

県予選において実施する。

(２)

(３) 順位の決定

申し込み時に編成した（男子２名女子１名）の合計点で競う。

優勝チームには賞状とカップ（持ち回り）を贈呈

カテゴリー２

種 目

表 彰
総　　　合(カ

テ２参加全選手中)
　１位～３位（賞状・副賞）

シ　ニ　ア
（４５歳以上）

ジュニア

(中学生以下)

選 手 派 遣 無し

参 加 資 格 ＊ SAJ２級及び同等の技術を要するもの。

（学生・一般・シニア（４５才以上）・スキー愛好者等）

＊ １８歳以下は親権者の承諾書欄に署名捺印のこと。

＊ スポーツ傷害保険の加入・未加入を確認すること。

参 加 費 ４，０００円 （高校生以上、一般及びシニア）

３，０００円

☆締切日 令和　７年　１月　24日　（金）

☆申込先 〒929-0115　能美市下ノ江町　酉205-1　　　室　晃彦宛

℡　0761-55-0701

☆申込方法 　所定の参加申込書に従い、申込先に郵送のこと。

所属クラブの男子２名女子１名で1チームとし、同一クラブより複数の申し込み可能
（A,B,Cとチーム分けする。）

　申込書は、所属団体より入手　若しくは、石川県スキー連盟ホームページよりダウンロードし
て必要事項を記入し、振込用紙のコピーとともに上記へ送付する。

(１)

携　090-7745-8316

　申込書は、所属団体より入手　若しくは、石川県スキー連盟ホームページよりダウンロードし
て必要事項を記入し、振込用紙のコピーとともに上記へ送付する。

不整地種目のみ、スタート位置を変更する。(やや下部)

(小・中学生)

　男子１位～３位（賞状）

上位入賞者に副賞あり(予定)

　男子１位～３位（賞状）

　女子１位～３位（賞状）

　女子１位～３位（賞状）

カテ２シニア枠にてエントリー選手のみ対象

カテ２は種目別表彰は実施しない



●競技規則を次の通り定める

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

●順位の決定

1 各種目の順位は、種目ごとに決定する。

2 総合成績の順位は、合計得点により決定する。

3

4

5

●順位の抗議

1

2

3

●ゼッケンの配布及び回収

1

2 各選手は、競技終了後、指定場所に返納する。

3 棄権した選手のゼッケンは監督または本人が責任を持って返納すること。

●使用用具

1

2

3

●大会中の怪我について

1

2

●選手出場チームの競技役員について

競技斜面設定後のインスペクションについては、コート外から行い、コート内の立ち入りは
できない。ただし　競技委員長が認めた場合横滑りによりインスペクションを実施すること
ができる。この場合必ずゼッケンを外側に着用しなければならない。

途中棄権をした場合の当該種目の得点は０点となるが、次の種目からの出場権は、保持され
る。

配点は、５審３採の３００点満点で実施する。

競技中は、必ずヘルメットを着用しなければならない。

競技中は、レーシングスーツ及びワンピースの着用は禁止とする。

競技者は種目別スタート地点に１０分前に集合し、スタート審判のコールを受け、自身で応
答しなければならない。

大会中の怪我については自己責任とし、主催者側はその責を負わない。

更に同点の場合は、小回り不整地種目の点数を優先する。

リザルトの発表から、２０分を抗議時間とする。

抗議は、各チーム監督・代表者(選手と兼任可)から行う。

抗議時間終了後、閉会式を実施する。

フィニッシュは、競技コートの下方に設けられた旗門を結ぶフィニッシュ・ラインの通過を
もって演技終了とする。

＊　ただし、この要綱に記載されている競技役員を除く。(厳守されたい。)

使用する用具・用品は、ＳＡＪ公式用品委員会に認定された用具・用品以外は認めない。

ヘルメットの着用を義務付ける。(すべての参加選手)

（最終種目終了後、コート下部で回収する。）

競技者は、前者の出発後、直ちにスタート地点に立ち出発の準備をしなければならない。

競技者はスタート審判の出発合図により出発しなければならない。直ちに出発しない場合は
当該種目は棄権とする。

競技者は、転倒等により、演技を中断した場合は、その位置から速やかに再スタートする。

用具の離脱については、競技者自身で処理し、他の援助は認められない。ただし、競技進行
上あるいは安全確保から競技役員等が処理した場合はこの限りではない。

用具・用品に表示される商標及び社名は原則としてＳＡＪ規定によるもの以外は認めない。

ゼッケン配布カテゴリー１は、選手受け付け時に各クラブ毎にまとめて監督に貸与する。

同点の場合は、５審５採を採用する。

パトロール隊による、応急処置は実施する。

必ず１名以上の競技役員を選出してください。

競 技 規 則



●コース整備について

　 各競技中に選手によるコース整備を実施する。(実施要領については別示する。)

●その他

感染症、天候等の状況により大会要項を変更する。

大会に要綱に関する事項は逐次県連ホームページにて情報提供を実施する。


